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研究学園都市・つくばで、スタートアップ企業
の立ち上げや事業革新などを支援する「つく
ば研究支援センター」。昭和63年の設立から
30周年の節目に、これまで統一されていな
かったセンターのロゴを新たにつくることに。
依頼先を検討する中で、株式会社一円（弊社）
のデザインに新しさを感じ、依頼を決めたと言
います。ロゴと合わせて、看板や施設案内パン
フレット、新事業のポスターデザインなどを一
円に委託。その制作進行の様子やデザイン効
果などについて、当時、代表取締役社長をされ
ていた斎田さんにお話をうかがいました。

われわれは何者か―を表現するデザインを

■なぜ一円に依頼したのですか？
30周年事業として様々なデザインを依頼する
に当たって、坂本さんの実績と他のデザイン事
務所の実績などを比較検討した中で、一円さ
んのデザインに新しいものを感じて、合いそう
だなと思いお願いすることにしました。

■一円に依頼する前に抱えていた問題はあり
ましたか？
一番最初に気になったのは、建物の場所など
を示す会社の案内板が錆びていたことでし

た。汚いものが少しでもあると全体の品位って
落ちると思うんです。そこをなんとかできない
か、というのがありました。
もう一つは、社長に就いてどうも気になってい
たのが、われわれは何者かーというものを表
すロゴがなかったことでした。決まったロゴデ
ザインがなかったので、これまで「TCI」の大文
字を使っていたんです。そこで、全体の統一感
を持たせながら気になるところから直してもら
うことにしました。

難しい要求にも期待以上

■一連のプロジェクトはどのように提案進行し
ていきましたか？
30周年のロゴ制作で第一にお願いしたのが、
「われわれは何者かを表現すること」でした。
次に、うちはひと言でいうとベンチャー企業の
支援をしている会社で若い人が多いので、
「若々しく」、最後に「革新性・先進性」をイメー
ジできるロゴにしてほしいと注文しました。そ
れって難しい要求ですよね（笑）。
今までは大文字を使っていましたが、坂本さん
からのご提案でこんなに上手に小文字を使っ
てもらえたことに驚きました。元々のデザイン
がよかったので、「tci　Start-Up Support」と

いう基本形は一発ですんなり決まりました。後
はそれを展開するだけでした。

■小文字に変えたのは大きなポイントですね。
企業にとって差別感を出すって重要ですよね。
つくばはロゴに「T」や「I」を使っている企業が
結構あるんです。今までうちと見間違えるよう
な企業や団体のロゴはほぼ大文字でした。
「tci Start-Up Support」 をひと括りにしたこと
によって、完璧な差別化が図れました。ロゴか
ら私たちの特別な存在感が見えるようになっ
たことは大きかったです。

進めるうちに生まれた信頼と好感

■一緒に仕事を進めていく中で、感じたことを
教えてください。
最初のうちは、「tci」のロゴの形をどのようにす
るかということだけをお願いしていたので、そ
れ以上のことをこちらから求めることはありま
せんでした。しかし、仕事を進める中で、われわ
れがどんなことをやっているのかということを
坂本さんがよく汲み取って表現してくれまし
た。それがこれ（「tci」のロゴの横に添えられた
「Start-Up Support」）なんです。
５年ほど前の当時は「ベンチャー」という言葉は
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先日、とある食堂で650円のざるそばを頂い
たのですが、行きつけの店（1300円）と同じ味
で驚きました。味・価格・お店の設えが合って
いない事。優れた事業を展開する時は、優れ
た表現が必要だよな・・・と思いました。また、
最近目に見えないコトのデザインのご依頼が
増えており、時代の変わり目を感じています。
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コトのデザイン
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今年度はじめ、人手が必要な業務が多く、知
り合いのママたちに声をかけてみたら、心地
よく手伝っていただけました。子どもに目が
届く範囲で仕事ができ、地域のつながりが感
じられてよかったと喜んでいただきました。
これからも可能な範囲で地域に還元しなが
ら、仕事を進めていけたらと思いました。

念願のママワークがついに実現！
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デザインの力を信じてくださる斎田さんのお
話を、嬉しく聞かせていただきました。
経産省ウェブマガジン（METI Journal）の記
事で「インタウンデザイナー」が目に止まりま
した。福井県のデザイン会社TSUGI代表の方
の言葉。地域の課題解決に、創造したり繋ぐ
ことがさらに求められる時代だと感じます。

地域の課題解決とデザイン
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当たり前に知られてきていましたが、「スタート
アップ」は少しずつ分かり出してきたところで、
まだまだスタートアップとベンチャー企業がつ
ながっていると認識されていませんでした。
ベンチャーというのは日本独自の使い方で、世
界では通用しないんです。なので、成長スピー
ドの速いベンチャーの支援という意味合いを、
ハッとする形で「Start-Up Support」というデ
ザインに落としてくれたことに非常に感動しま
した。外国の方と名刺交換するとすぐに分かっ
てもらえる。「Start-Up Support」で伝わるのは
大きかったですね。形だけじゃなく、われわれ
の考えを表現してくれたことにとても好感を持
ちました。

■社員の方たちの意識に何か変化は？
会社には元々センスのある人たちが集まって
いたので、新しいロゴの採用は社員から好評
価でした。ロゴを導入したことによって、社員の
士気もかなり高まったと思っています。

■今回の一連のプロジェクトの費用対効果は？
基本的なロゴを作るところはまったく高く感じ
ませんでした。工事が絡むとデザイナーさんと
は別の部分で費用がかかってきますが、ポス
ターやタペストリーなど、印刷ものはリーズナ
ブルな価格でやっていただいたと思います。
ハード面の費用よりアイデアの費用のほうが
高くなっていいと思っていますので。
案内板照明の設置は工事が絡んだので高価
ではありましたが、この辺りは夜になると真っ
暗になり、夜間にどんな施設なのか分かるよう
なサインがありませんでした。なので、最終的
に照明を付けることができて、夜の顔が非常に
良くなって満足しています。
社長を退任して1年弱ですが、センターの前を
通るたびに、やってよかったと思っています。 ABCの歌をしょっちゅう歌う息子。思い切っ

て、英語幼稚園付属のプレスクールに通い
始めたごろう。英語の先生とも仲良く！

株式会社つくば研究支援センター　
元・代表取締役社長（現・チャレンジいばらき
県民運動 専務理事）斎田陽介さま

デザイン経営コンサル
あなたの会社の経営課題の解決や、戦略的デザインをサポート！

事業展開・事業継承、Webマーケティングを通したオンライン販路開拓、
内製化している広報やWeb発信、人材育成等、様々な経営課題を

デザインコンサルを通し、解決いたします！
毎月30,000円で無制限で提供｜無料相談24時間受付中！
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Englishプレスクールに
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■ロゴ以外のデザインはいかがでしたか？
最後に手掛けてもらったのが「TCIベンチャー
アワード (＊)」のポスターデザインでしたが、こ
れが秀逸でした。ピンクをうまく使ってくれたん
です。色合いが派手すぎず暗すぎず絶妙で。
バックも白ではなく薄いグレーでグラデーショ
ンがうまかったですね。
全体としてはテクノロジーを想起させるデザイ
ンで、科学のコンテストということがよく分かる
ものでした。パッと目を引き、そこから必要な情
報が入ってくる。アワードへの応募も多かった
ですね。審査が大変なくらいでした。
予算の関係で内部でポスターを作成すること
も検討したのですが、やはり第1回目というこ
ともあり、専門家にお願いすることとしました。
費用も予算に合わせてやっていただきました。

＊「つくば発ベンチャー」に対し、広く事業プランのプレゼン
機会を提供して優秀なベンチャー企業を表彰する事業

地域の課題解決、社会利益のために

■今後一円とどう付き合っていきたいですか？
一円さんは私たちの話をよく聞いてくれるので、
内容をきちんと表現していてかつデザインが洗
練されている。今の職場（チャレンジ茨城県民運
動）に来てからもロゴと名刺をお願いしました。
古い名刺は白黒で硬い印象でしたが、新しい名
刺は幸せをイメージした黄色と茨城ブルーの青
を使ってもらって気に入っています。
私たちは社会利益のために活動する団体で
す。地域の課題、社会全体の課題を考える時
に、行き着くところは同じでもどこから山を登
るか、解決の手段は様々にあると思います。デ
ザインで社会参加や社会貢献を果たす何らか
のツール・ヒントになるものがあれば、引き続
きご協力いただきたいと思っています。


